
瓢

　
　
　
天
馬
同
好
會
報
告

犠
「
年
十
月
に
開
催
ず
べ
き
絡
會
ば
大
正
十
二
年
九
月

め
震
災
の
六
め
に
中
止
ぜ
し
も
、
臨
時
纏
會
ば
四
月

開
催
、
新
城
、
上
田
爾
師
の
御
講
演
為
願
ひ
れ
り
。

　
　
同
好
會
近
況

醜
蒔
簸
會
に
於
い
て
選
暴
の
結
果
、
上
田
助
教
授
、

嬬
木
講
師
本
譜
の
幹
事
こ
な
ら
れ
、
海
老
氏
ぱ
從
前

の
如
く
會
計
係
ミ
し
て
、
編
輯
、
事
務
の
實
際
に
会

堂
〕
こ
一
O

く
み
ゆ
ノ
　

　
　
丈
部
檜
設

山
口
高
等
出
校
に
野
垣
寛
之
教
授
の
勢
に
よ
っ
て
山

目
高
等
學
較
支
部
た
、
仙
豪
に
大
石
三
郎
君
の
宣
傳

に
由
っ
て
仙
豪
支
瀬
戸
新
設
ぜ
リ
。

　
　
叙
勲
塾
員

岡
山
の
水
野
千
里
氏
ば
多
数
會
員
紹
介
の
功
に
よ
り

軽
し
て
鳥
飯
の
大
坪
雄
太
鄭
氏
に
寄
附
金
に
よ
り
、

共
に
名
響
會
員
に
推
薦
ぜ
ら
れ
た
り
。

　
　
天
文
同
好
會
事
業
報
告

　　

@
　
（
第
三
年
頭
聾
韓
融
謝
）

　
　
事
業
報
皆

講
演
　
例
會

　
　
支
部
例
會

　
（
紳
戸
撃
て
錦
木
講
師
拙
演
）

　
　
臨
時
講
演
會
「

講
．
習
（
岡
山
、
尼
崎
に
て
）

出
版
　
雑
誌
「
天
界
」

　
　
プ
レ
テ
ン

　
　
天
丈
急
報

圖回

　
二
圃

十
四
部

　
数
部

　
数
部

實
地
親
測
會
ハ
月
蝕
芝
流
星
）
　
　
　
　
　
　
二
四

會
員
絡
藪
（
十
二
月
末
、
震
災
の
爲
約
四
十
名
の
魁
會

　
　
　
　
不
明
者
存
留
す
）
　
　
　
　
約
｝
〇
五
〇

　
　
外
に
名
勲
司
合
閏
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
名

雑
誌
寄
贈
　
　
　
　
　
　
毎
月
三
＋
五
部

　
　
交
換
雑
誌

天
丈
月
報
、
現
代
之
科
學
、
理
科
教
育
、
科
學
世
界

細
密
殖
『
科
學
知
識
、
駆
馳
書
報
、
地
象
雑
誌
、
氣

象
集
誌
、
地
質
學
雑
誌
、
水
路
要
報

　
　
書
籍
豫
約
購
入
の
件

事
務
係
が
英
、
掲
星
園
な
多
藪
産
め
て
注
害
し
、
希

望
者
に
分
つ
事
ぜ
ぜ
リ
。
其
の
第
一
圖
豫
約
分
1
1
十

二
年
宋
迄
に
到
着
ぜ
り
。

　
會
計
報
告

（
自
大
正
十
一
年
十
月
至
大
正
十
二
年
十
二
月
宋
）

牧
入
之
部

會
費
牧
入

醗
版
物
象
上

寄
附
金

廣
皆
料

預
り
金

雑
嚢
入

襯
測
量
費

前
期
繰
越
金

　
計

　
支
出
之
部

備
品
費

清
耗
費

　
　
　
圓

四
〇
一
五
、
八
0
0

　
六
八
O
、
四
八
五

　
山
ハ
一
〇
、
○
○
（
）

　
一
五
九
、
五
〇
〇

　
ニ
ニ
一
、
三
八
○

　
山
ハ
一
七
、
九
七
∩
）

　
　
五
〇
、
九
九
〇

　
　
四
六
、
六
二
〇

山ハ

l
〇
二
、
七
四
五

二
・
九
、
山
ハ
（
）
（
）

九
〇
、
六
七
五

雑
誌
及
諸
印
刷
費
　
　
　
二
六
九
三
、
四
八
Q

專
務
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
五
、
0
0
Q

原
稿
料
、
編
輯
料
　
　
　
　
　
　
三
九
七
、
○
○
○

預
り
金
戻
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
五
、
五
山
ハ
∩
〉

一
時
取
替
金
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
、
三
七
〇

雑
　
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
「
、
八
入
○

計
　
　
　
　
　
五
七
六
三
、
流
六
五

　
差
引
繰
越
金
（
十
二
月
末
現
在
）
六
三
九
、
一
八
Q

説
　
明

　
牧
入
の
部
に
於
い
て
一
時
預
り
金
♂
は
書
籍
豫
約

　
購
入
の
た
め
に
一
畔
預
り
し
金
な
意
味
マ
。
廣
膏

　
料
及
天
界
取
次
戦
費
代
金
り
中
金
百
圓
鹸
東
京
警

　
醒
証
よ
り
末
輩
入
ε
な
闘
居
る
、
同
店
ば
震
災
の

　
爲
め
に
全
燥
ぜ
リ
。
襯
測
部
費
の
減
牧
1
1
係
員
の

　
費
任
も
あ
れ
ご
部
昌
只
の
減
少
及
び
部
費
滞
納
に
基

　
因
す
。

支
出
の
都
に
於
い
て
預
り
金
戻
し
は
山
本
氏
の
時

　
代
に
望
地
鏡
代
ε
て
し
預
ら
れ
し
金
の
涙
し
及
び

　
星
圖
豫
約
金
の
雲
梯
届
含
む
。

　
三
審
闇
金
山
ハ
百
口
絵
圓
ぽ
晶
剛
金
一
躍
一
二
の
＾
曾
費
な
り
、

　
前
金
切
の
倉
員
ほ
前
金
支
演
者
に
封
し
て
負
債
ゼ

　
る
者
定
云
ふ
三
三
べ
し
9

　
偶
古
賀
和
吉
に
同
氏
星
圖
印
刷
に
付
き
本
會
の
負

　
債
ぜ
る
金
額
未
支
錦
の
ま
㌧
な
5
－
o

　
本
期
よ
q
會
計
期
か
毎
年
十
二
月
宋
に
攣
更
ぜ
し

　
事
に
淫
意
あ
り
れ
’
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
會
討
係
）

（
三
三
）


